
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１：能と狂言の説明として最も適当なものを、１つ選びましょう。 

   ア 狂言は、当時の話し言葉を使った喜劇である。 

   イ 能は、こっけいな話を踊りにしたものである。 

   ウ 能は、狂言の合間に演じられたものである。 

問２：観阿弥は何時代に活躍しましたか。（       ）時代 

問３：観阿弥とともに能楽を大成したのはだれでしょう。 

（          ） 

１８９ 社会科／小学校６年 

２０２０年１１月８日付滋賀版 



【活用にあたって】 

 まちや村にくらす人々が楽しんだ芸能をもとにして、

観阿弥・世阿弥の親子が芸術としてつくりあげたのが、

能と狂言です。 

 能は、物語などを劇にして、歌や音楽に合わせ、面

を付けて舞う芸能です。その能の合間に演じられたの

が狂言です。当時の話し言葉を使った、こっけいな劇

です。 

現代でも能や狂言は演じられています。中日新聞名

古屋本社のすぐ近くには、「名古屋能楽堂」があります。

室町文化は、盆踊り、茶の湯、生け花と同じように今

の私たちの生活文化とつながっています。知識だけで

終わらせないようにしたいですね。 

 

解答例 

問１：ア 

問２：室町 

問３：世阿弥 
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